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日本応灯l心理学会第 65回大会第 111に，&営委

員会および総会が聞かれ.常flill営委員会提出の151

案は ー音1¥の追加を加えて.運';';1;委員会において承認

された。また， 引き続き行われた総会では.運営委

員会承認事頃がすべて承認された。

日本応用心理学会 1998年度運営委員会

|二| 時 ー1998年9月 51::1(土) 11: 15 ~ 12 : 15 

場所 耀谷大学大宮学舎西鎚2階大会議室

1 開会

2 会長後拶田中昌人龍谷大学教授

3 議長選出 事務局長推薦により問rl1会長を選任。

4 報告事項

1 ) 事業報告

(1)会員の異動および、会費の納入状況について

(荻野事務局長)

(2) 機関誌編集委員会報告(垣本委員長)

(3) 認定 r)，l-;用心暗I二l二」 認定務省!委員会報告

(1河村委員長)

常任運営委員会において. 11本応刷心理学

会認定「応用心理士J認定審資委員会会則の

第 3条 2J頚の変更を決定したことについて報

告し了承された。

変更点 .任期は 2 年とし.同 iモは~}jけ、な

い。ただし.原則として 6年を紐えてはなら

ない。下線部分が改訂部分。

(4) ，学会賞 ・焚励賞選考委員会報告(花問委員長)

(5) ，字会史編集委員会報告(村J1:委員長)

(6) 、IL成 10年度公開シンポジウム1m併につい

て(平野委員)

2) 1997年度(第 641亘1)大会被告(中村第 641亘|

大会準備委員長)

3) n本心理学諸学会問連絡会について(稲毛委員)

4) 心理学界協議会について(荻野事務局長)

5) 次期運営委員および臨資委員について(荻野

事務局長)

運併委員. liJE査委員の任期jii~:j (に伴なう委員

の交代について報告し. (71えされた。

-新運営委員

① 久東光代氏(1-1本女千大).② UJLjド恵一氏

事務局だより

(東京国際大). ③ 川辺誠氏(法務省). ④ 柿l

ノ I :jr~~氏(山形県警) . ⑤ 上型ri~i&氏(大阪教

育大). @ 渡辺昭一氏(科笹研). ⑦ FFIrl~ 同

人氏 Oiu谷大学).③ 神 田久男氏 (ι教大

学). ⑨ 問之|人l厚三氏(麻布大学)

-新日(i資委員

山本寛氏(千葉商科大学)

5. 審議事項

1) 1997年度決算について

荻野事務局長， 1河村認定応用心理士事務局長

による説明と.玉):1二1監査委員による報告がなさ

れ. /K認された。

2) 1998年度予算について

荻野事務!日j長， 同村認定応用心理士事務局長

による説明がなされ承認された。

3) 名f正会員推薦について

菊池哲彦.宮本美沙子両氏の推薦を承認。

4) 2000年度(第 671互1) 大会開催校について

や11戸税不f1y:子大学に依頼することをlK認。

6. 平成 11年度(第 661:Ei])大会開催校校拶(稲毛

教子高IJ会長)

7. 平成 12年度(第 67回)大会開俄校校拶(坂野

台親不11広チ大学教綬)

8. 閉会

日本応用心理学会 1998年度総会

1-1 11与 1998j:l~ 9月511 (土) 12: 15 ~ 13 : 10 

場 所: t'í~谷大宇大宮'学会西鎚 2 階大会議京

1. 1m会

2 会長候拶 EFI'-11昌人龍谷大学教授

3 議長選山 事務局長抑薦により問中会長を退任。

4 報告事項

1) 事業報告

(1 )会員のWillJJおよび会費の納入状況について

(秋野事務)".)長)

(2) 機関誌編集委員会報告(垣本委員長)

(3) 必定 「応用心1111土」認定審沓委員会報告

(11刷、l委員長)

(4) ，学会1"i.焚励賞選考委員会報告(正別委員長)

(5)学会史編集委員会報告(村n委員長)
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(6) 平成 10年度公開シンポジウム開催につい

て (平野委員)

2) 1997年度(第 641:;:i])大会報告(中村第 64回

大会準備委員長)

3) 日本心理学諸学会関連絡会について(稲毛委員)

4) 日本心理学界協議会について(荻野事務局長)

5) 次期運営委員および自主査委員について (荻

野事務局長)

5 審議事項

1) 1997年度決算について 承認

2) 1998年予算について 承認

3) 名誉会員推薦について 承認

4) 2000年度(第67巨1)大会開催校について 承認

6 学会賞 ・奨励賞授与

学会賞 松浦常夫氏，奨励賞藤森立男 ・藤森和

美氏に賞状と賞金が授与された。

7. 1999年度(第 66回)大会開催校挨拶(稲毛副

会長)

8. 2000年度 (第 67巨1) 大会開催校挨拶(坂野親

和l女子大学教授)

9.閉会

第 64巨l大会決算報告書 別掲

1997年度決算書 別掲

1998年度予算書 別掲

日本応用心理学会第64回大会決算報告書 1997年8月30・31FI 
於駒燥大学

4又 入 支 出

f商 要 ノ~ 額 指j 要ー 金 傾

大会参加l費 1，356，500 印刷費 1，202，247 

(内訳) 正会員予約分 5，000X 169 845，000 (内訳) 論文集 519，750 

正会員当日分 5，500X 63 346，500 プログラム ・ポスター 399，525 

臨時会員 6，000X 21 126，000 封筒.1号・3号通信，案内文，

学生会員予約分 1，000X 18 18，000 振込用紙，原稿用紙コピー代，等 282，972 

学生会員当日分 1，000X 21 21，000 通信費 415，000 

論文集代金 1，281，000 (内訳) 論文集郵送 75，530 

(内訳) 予約分 5，000X205 1，025，000 プログラム郵送 216，390 

当日分(個人) 5，500X 40 220，000 1号通信 66，640 

(機関) 6，000X 2 12，000 その他 56，440 

後日分(機関) 6，000X 4 24.000 日本学会事務センター 583，598 

写真燭載料 500X 2 1，000 (内訳) 業務委託費 315，000 

プログラム千t金 500X 3 1，500 事務諸経費 209，578 

懇親会費 275，500 事務幸11.費 59，020 

(内訳) 予約分 5，000X 33 165，000 交通貨 120，000 

当日分正会員 5，500X 19 104，500 人件費(アルバイト) 503，000 

学生会員 3，000X 2 6，000 文具 ・消耗品 ・会場備!日 234.362 

広告 ・展示料 475，000 懇親会費 939，513 

賛助 ・協賛金 720，000 記念品代 40，000 

学会本部より補助金 600，000 シンポジス 卜・講師謝礼 300，000 

駒燥大学より補助金 170，000 写真資 31，262 

4<i1.収入(利息) 354 大会運営費 361，250 

準備委員会会合費 143，322 

過入金返金 6，000 

送金手数料 1，300 

dlh コ 4，880，854 メ口〉、 4，880，854 



11史 入

項 lヨ 実行倣

Z32 斗 設 5.446.500 

過年度分 700，500 

本年度分 4，746，000 

賛 助 会費 50，000 

「応用心思士」関係 1，250，000 

積立金取崩 900，000 

学会賞 ・奨励賞積立金 400，000 

学会史刊 行積立金 500，000 

雑収 入 139，782 

7，786，282 

前年度繰越金総額 3，426，526 

名簿作成積立金 410，312 

学会史刊行積立金 500，000 

前年度純繰越金 2，516，214 

メl二〉、1 11，212，808 

以 |二の通り相違ありません。

1998年 6月261:1
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1997年度決算書

予算徽

4，420，000 

100，000 

4，320，000 

50，000 

1，800，000 

1.400.000 

400，000 

1，000，000 

300，000 

7，970，000 

2.926.526 

410，312 。
2，516，214 

10，896，526 

支 出

項 |ヨ 実行額 予算釘!

第 64回大会補助費 100，000 600，000 

公 開シンポジウム賛 167，751 200，000 

1"11 船11 費 1，883.490 4，200，000 

機 関 誌 2号分 1，581，300 2，400，000 
~ 与えー ヨZニ込三 史 。1，500，000 

その他(学・奨賞他) 302，190 300，000 

jill 'gt 290.625 650，000 

機関誌郵送費 140，225 200，000 

学 会 史 郵 j差'l"i: 。 100，000 

ミニ通信郵送費 76，480 200，000 

そ の 他 73，920 150，000 

機関誌編集費 117，730 200，000 

学会 史編集費 440，000 500，000 

サイコロ ジス ト郵j差費 67，435 50，000 

諸学会 問連絡会会費 10，000 10，000 

「応用心理士J関係費 1，157，167 1，250，000 

学会賞 ・奨励賞関係経費 89，300 120，000 

交 iill 費 376，940 500，000 

務 局 費 537，318 500，000 

アルパイ 卜 費 1，153，630 1，000，000 

芋' {肋 費 306，214 

6，391，386 10，086，214 

次ま!一度繰越金総額 4.821.422 810.312 

名簿作成積立金 810，312 810，312 

学会史刊行積立金 500，000 。
次年度純繰越金 3，511，110 。

Zi二Ll 11，212，808 10，896，526 

民査委員玉 ~ I 寛 ⑪

慌査委員 四之内 厚 三 ⑪
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1998年度予算書

11':( 入 支 I:B 

項 目 予算傾 前年度決算額 項 目 予算額 前年度決算額

企込 資 5，040，000 5，446，500 第 65回大会 補助 費 600，000 100，000 士E

過 年 度 分 240，000 700，500 公IJI'Jシンポジウム資 250，000 167，751 

本年度分 4，800，000 4，746，000 

I=[] 局11 ま~ 5，090，000 1，883，490 

賛助会費 50，000 50，000 機 関誌 2号分 2，100，000 1，581，300 

'字 τZEbZ h 史 1，700，000 。
「応用心理士」関係 1，220，000 1，250，000 名簿 印刷 費 950，000 。

そ の 他 340，000 302，190 

積立金取崩 1，310，312 J盟主也

学会史刊行 積立金 500，000 500，000 通 型t 900，000 290，625 

学会賞 ・奨励賞積立金 。 400，000 機関誌郵送費 200，000 140，225 

名簿 作成 績立金 810，312 。 学会史 郵 送費 100，000 。
ミニ通信郵送費 100，000 76，480 

*il収 入 100，000 139，782 名簿関係郵送費 350，000 。
そ の 他 150，000 73，920 

機関誌編集費 250，000 117，730 

学会史編集費 250，000 440，000 

サイコロ ジス ト郵送費 50，000 67，435 I 

諸学会間連絡会会費 10，000 10，000 

「応用心理士」関 係費 620，000 1，157，167 

学会賞 ・奨励賞|羽係経費 120，000 89，300 

プJιで 通 費 500，000 376，940 

専Z 主努 局 費 750，000 537，318 

ア ル パ イ 卜 費 1，350，000 1，153，630 

予 jiiti 費 291，422 。
7，720，312 7，786，282 11，031，422 6，391，386 

前年度繰越金総額 3，511，110 3，426，526 次年度繰越金総'fil~j 200，000 4，821.422 

名簿作成積立 金 。410，312 名簿作 成積立金 200，000 810，312 

学会史刊行積立金 。 500，000 学会史刊行積立金 。 500，000 

前年度純 繰越金 3，511，110 2，516，214 次年度純 繰越金 。3，511，110 

ぷ1二〉l、 計 11，231，422 11，212，808 ぷに〉1、 言|会 11，231，422 11，212，808 



日本応用心理学会常任運営委員会議事録

1998年度第 1回常任運営委員会

日 H寺 1998年4月241::1 (金) 18: 00 ~ 20 : 30 

場所富士短期大学高田記念図書館第2会議室

出席者 田中uヨ)・稲毛 ・内海 ・大久保・大島 ・大

塚 ・岡村・小野 ・高橋 ・日:1"1](富)・中キ、卜

長谷川・ 馬場 ・正田 ・村JI:

事務局(荻野 ・ド11回・ 岩田)

報告事項 :

1. 1998年度(第 65巨1) 大会準備状況(問中大会

準Ii市委員長)

3月に 1号通信を発送した。シンポジウム等の

企図も進んでいる。

2. 機関紙編集委員会より(荻野)

垣本委員長の報告を伝達。 24時に掲載予定の 7

編を査読中である。投稿規程については編集委員

会で‘未だ、審議に至っていないが速やかに検討した

し'0
3 認定「応用心理土J事務局より(岡村)

tJii岡の常任運営委員会以後申請者 1名を認定し

た。5月中に認定委員会を聞き今後の対応を検討

したい。また，研修会を行うことについても検討

したい。

4 学会史編集委員会より(村井)

5 月 末頃をめどに出版したい。第 65 回大会で、~.

手によるシンポジウム「応用心理学 ・応用心理学

会に期待するもの」を音I'lilliしているが，学会史の

祁jj立を出す場合はシンポジウムについても掲載し

たい。

5. 事務局より(荻野)

1998年度年間予定と新会員名簿の発行の進め

方について説明がなされた。

審議事項 .

1. 応用心理!土認定審査委員会の任期延長について

岡村委員長より，応用心理士認定審査委員会規

則によると，現委員の任期は 1995年 6月より

1998 {lニ5月までであるが，他の委員会の任期が

すべて 9月までとなっているので，改選H寺j羽を合

わせるために 4カ月短長し 9}=Jまでとすることが

提案され承認された。

また，同規則では，任期 3年 (6年を越えては

ならない)となっているが，やはり他の委員会に
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合わせ，任期 2年(但し. 3 JJ;Jjを超えではならな

ll)とする改則案が示され， 以後の会議において

改めて審議を行うこととなった。

2 認定「応}IJ心理土J1997年度決算，1998年度

予算について

岡村認定審査委員長より 1997年度決算および

1998年度予算案が提出されともに承認された。

3. 大会発表論文集のデータベース化許諾料の扱い

について

大会論文集のデータベース化許諾料30，000F[J弱

の収入は大会主催校に帰属するという 1*1し合わせ

になっていたが，本年度は大会決算後に振り込ま

れたため.駒j翠大学の意向で学会事務局の収入と

した。本来学会の収入とすべきであるという意見

もあり，今後，事務局収入としていく ことが荻野

事務局長より提案され承認された。

4.新入会員審査

前回の議査において保留となった14，1論者は事務

局長が直抜電話で審査状況を伝えたところ本人が

取り下げを希望したため，申請取り消しとするこ

とを承認。新規 1*1込者 19名(I大j学生会員 2名)

の入会と前回保留の他のl名については有資絡者

と判断し，合計 20名の入会が承認された。

1998年度第2回常任運営委員会

日 11寺 1998年6i=J51::1(金) 18: OO~ 20・30

場 所 富士短期大学高田記念図書館第2会議室

出席者 間中 (Eり・ I:I'JM'大啄 ・岡村・小野・ 高橋 ・

仁l:Jf、J.長谷川・ 平野・福原 ・正旧

事務局 (荻野，岩田 j肱i*f[)

報告事項 :

1. 1998年度(第 65回)大会について(田中大会

準備委員長)

現段階で発表14"し込み数が 100何ニをJ也えた。シ

ンポジウムを 4つ開催する予定。

今月中に第2号通信を発i差の予定。

2 認定「応用心辺土」事務局(岡村)

名簿に応用心辺U:であることを記載することも

与えている。

'-1"し込みのおnめ切りを 6月の|ご旬と 10月の下

旬の年2回とし.それぞれ9月と 2月に認定前lを

交付することとしたい。

パンフレッ 卜を作り配布する こと，ニューズレ
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タ-3号が7月にできあがるので，可能であれば大

会フ。ログラムとともに郵送することを考えている。

応用心理士の講習会も検討する必要がある。

3.学会史編集委員会(荻野)

作業が遅れており発行時期を特定することがで

きないという村井委員長の報告を伝達。

4. 心理学諸学会問連絡会(荻野)

連絡会からのアンケートに回答するため，アン

ケー 卜のコピーを常任運営委員に郵送し，その回

答を集約して，以下のような内容の回答をした。

本学会では，連絡会の存続に関し，心理学界協

議会が心理学の学会全体をカバーしていくことが

できるかという ことと，これまで連絡会が行って

きたことを協議会が代わって行っていくことがで

きるか，というこの 2点について疑念があり，こ

れらの問題についての見通し，解決が得られるな

らば，連絡会を廃止し.協議会にその役割を移行

しでもよいと考える。

またサイコロジストについては 37号を持って

終了とし，インターネット等を利用して行うこと

がよい。

連絡会の際の採決維を各学会の連絡員に与える

ことに関しては異論がない。

5 会員の異動(荻野)

名誉会員の西部微ー先生，行田忠雄先生が昨年

亡くなられた。

住所不明者20名を 1997年度末で退会始誼とした。

入会希望者で資格審査を通った 3名について，

年会費の納入がないため，審査結果を無効とした。

長期会費未納者32名 (1994年度以降未納)を

1997年度末で退会情置とした。

6 学会賞 ・奨励負ーについて(正田)

現在の情況，学会主主候補8名，奨励賞候補6名

の推薦があった。

審議事項

1. 名誉会員の推薦について

菊池哲彦先生，宮本美沙子先生を名誉会員とし

て推薦することとなった。

2. 1997年度決算について

荻野事務局長より決算書の説明がなされ，以下

の点を修正の上，会計ljJR査をうけることが承認さ

れた。修正箇所 1998年3月末現在，学会史積立

金500，000IIJ. 名ff!J積立金 810，312fIJを明示する。

次回これらの訂正をした資料を提出する。

3. 1998年度予算(案)について(荻野事務局長)

荻野事務局長より予算案の説明がなされ， 承認

された。

4.応用心理士認定11]11度に関する規則の改正について

岡村認定「応用心理士J認定審査委員会委員長

より， 二つの規則の改定が提案された。

1) 1:1本応用心理学会認定「応用心理士」認定制

度規則第4条の改定について

従来は「入会後満2年間を経過した者で，次

の各号の一つに該当し，かつ本学会会員の専門

J[f~ とての資質があると認められた者について，

これを行うことができる。」 となっていたが，

弾力的な運用を図るために 「本学会会員で.次

の各号の一つに該当し，かつ本学会会員の専門

職の資質がある と認められた者について これを

行うことができる。」とする。この{牛について

は規則を緩やかにする ことについての懸念を示

す意見が出され，継続審議となった。

2) 日本応用心理学会認定「応用心理士」認定審

査委員会規則第3条2J良の改定について

委員の任期は 13年とし，再任を妨げない。

ただし， 6年を超えではな らない」となってい

るが， 他の委員の任期と同じ 12年」とし，さ

らに，再任については 1原則として6年を超え

ではならない」とする案が侵出され承認された。

5. 2000年度第 67回大会開催校について

2000年度 67回大会開催校の候補校の推薦がな

く，継続審議となった。

6. 1998年度公開シンポジウムについて

公開シンポジウムのテーマ，及び企画の担当者

が決まらず，継続審議となった。

7. 新入会員審査について

-正会員 63名， 学生会員2名の入会が承認された。

1998年度第3回常任運営委員会

日時:1998年 7月 31EI (金) 18: 00 ~ 20 : 30 

場所富士短期大学高田記念図書館第2会議室

出席者 :田中(昌)・稲毛 ・大久保 ・大島 ・大塚 ・岡

本;]..垣本 ・相11作 ・高橋 ・高島 ・田仁1:1

(富)・中村 ・長谷川・ 馬場 ・林 ・平野 ・福

原 ・正l壬l

事務局(荻野 ・判11回 ・岩田 ・藤瀬)



報告事項

1. 1998年度(第65回)大会について(田中大会

準備委員長)

プログラム等を 8月 |二旬に発送する予定。

2 名誉会員推薦について(荻野)

宮本先生と菊池先生から名誉会員推薦の件につ

いてご承諾いただいた。

3.機関誌編集委員会より(垣本)

第24号を編集中。原著 1編，資料2編を掲載

予定。このほかシンポジウムの原稿の提出があ

れば，近日中に印刷へ回す。現在査説中の原稿は

5編。 これらは25号に掲載の予定である。

4. 認定「応用心理二!二J事務局より (1河村)

ニュース レター NO.3ができた。3月現在の認

定者は 121名，さらに 2名を認定した。

5.学会史編集委員会より(荻野)

村井委員長の報告を伝達。学会史は200ページ

程度の見込み。 印刷は第65回大会に間に合う予定

である。 印刷部数については，予算の枠内で可能

な限り印刷 (1400H日程度)し，会員だけでなく心

理学関係のある大学や図書館関係にも配布する。

6.心理学諸学会関連絡会報告(林委員)

サイコ ロジス 卜の刊行は次号で終了と決ま っ

た。 サイコ ロジス 卜というホームページを作成す

ることになった。連絡会存続については，本年度

中に判断する。

7 心理学界協議会について(田中)

協議会より学会のあり方，資格関連のカ リキュ

ラム等の検討，資格検討の各委員会の中間報告を

受けた。

8.その他 (荻野)

名誉会員の鬼沢貞先生が7月12日に逝去された。

審議事項 ・

1. 2000年(第67巨1) 大会開催校について

田中会長の推薦により，神戸親和女子大学に依

頼する ことが健案され承認された。

2 予算，決算について

事務局長荻野より，前巨1. 決算の書式について.

積立金の払い戻しの扱いが不明確という指摘がな

されたので， 他の学会の儀式を参考に，これまで

とは異なる綴式に変更した旨の説明があり，これ

について了承された。

予算案について修正案が出された。次年度への
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繰りa去し金の計上が提案されたが，予算の段階か

ら次年度への繰り J也しがあるのはおかしいという

指摘がなされ. この変更は撤回された。なお，予

備費 29万円余とすること，機関誌出版費から会

員名簿作成費へ 20万円をまわすこと，学会史出

版貨を 150万円から 170万円とする等の修正を力u
え，予算案は承認された。

3 会計監査 1名の補充について

田之内監査委員が2期務められたのに伴い，委

員の交代が事務局長より提案され，問村委員の推

薦で千葉商科大学の山本寛氏が候補となり.承認

された。

4 運営委員会について

事務局長より，欠員による運営委員 8名の補充

が必要となったことが説明され，各委員から次の

8氏が候補として推薦され承認された。

① 久東光代氏(EI本女子大)，② 111本恵一氏

(東京国際大)，③ 川辺議氏(法務省)，④ 桁1

~t正幸氏( I.Li形県笹)， ⑤ 上野溢氏(大阪教

育大)，⑥ 渡辺昭一氏(科答研)，⑦ 悶1:1:1昌

人氏(龍谷大学)，⑧ 仲間久男氏(立教大学)

大会時の運営委員会の運営については，案内状

の送付を運営委員のみとし，名誉会員へは名誉会員

室への案内状を逆ることが促案され承認された。

5 常任運営委員会について

事務局長より.常任運営委員改選の開票の立会

人を稲毛会長と高橋市I事務局長に依頼することが

促案され承認された。

また，常任運営委員が名誉会員となった場合に.

その後継続的に常任運営委員会への出席を求めて

きたが，どのように対応するのが適当かという事

務局長の質問に対し，本人の意志を確認の上，/:1:¥ 

)ft!;を求めていくことが硲認された。

6 公開シンポジウムについて

本年度の公11flシンポジウムは，平野委員を推進

者とし I発達環境(自然，家族，教育)J I環境

問題J I幼少則における発達環境の諸問題」など

を統合した形で進めることが承認された。

7 新名簿作成のための問い合わせについて

事務局長より， 他学会への1J[I入状況を各会員に

問い合わせたいとの提案がなされたが，調査目的

が不1:iflMiーである等の問題が指摘されたため，提案

は撤回された。
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8.認、定「応用心理士J認定審査委員会提案について

岡村委員長より，前回継続審議となった，認定

制度規則第4条の改定については取り下げたいと

いう申し出でがあり承認された。

認定審査委員会規則第3条2項の任期の改定に

ついては承認が確認された。

9 学会賞 ・奨励賞第2次選考について

正回選考委員会委員長の提案通り承認された。

・学会賞 松浦常夫氏

-奨励賞 藤森立男 ・藤森和美氏(共同研究)

10. 新入会員審査

6月追加分9名(前回， 委員長と事務局長一任)

と今回の申請者 3名のうち 2名の入会が承認さ

れ， 1名は資格要件にみたず不承認となった。

1998年度第4回常任運営委員会

日 H寺 1998年 10月30日(金) 18 ・ 00~20 ・ 30

場所 :東京国際大学国際交流研究所

出席者 :稲毛 ・浮谷 ・内海 ・大久保 ・大塚・岡村・

垣本 ・神l作・越河 ・高精 ・|王1~I~ (富)・問

中(昌)・長塚 ・馬場 ・林 ・福原・正圧1' 

村井 ・藤田

事務局(荻野 ・神田 ・岩田)

報告事項:

1. 常任運営委員の選挙結果について(荻野)

9月291:1，日本女子大において高精前事務局長，

稲毛会長の立ち会いのもとに開票を行った。

52名の運営委員による投票があり 23名を常任

運営委員として選出した。

2. 1998年度(第 65巨1)大会について(田中昌人)

参加者378名，発表 125件であった。現在，論

文集の作成等，大会後の事務処理を進めている。

3.機関誌編集委員会より(垣本)

24号の編集が完了し，初校も終了している。

24号は原著2編，資料2編及びシンポジウムを掲

載。 25号は新委員に引き継ぐが，すでに修正採

択1編，預かり論文2編がある。

4. 認定 「応用心理.士」事務局より(岡村)

現在，申請者2名。 10月31日が締め切りであ

るが，延期を検討している。

5.心理学会協議会について(荻野)

11月で現委員の任期が切れるので，それまで

に結論を出したい意向。近く協議会が開かれ，

学会代表者 1名の出席が要請されるので，稲毛会

長に出席していただきたい。

資格検討委員会から，本学会総会前にアンケー

トがきたので， 岡村認定審査委員会委員長に回答

を依頼した。

6.学会史編集委員会より(荻野)

1600/ln印刷。印刷費は 170万円。大会当日約

200名の会員に配布。他の会員には郵送。来年度，

座談会を記録した補遺を出したいという村井委員

長の意向を伝達。

審議事項・

1. 1999年度(第66巨1)大会の日程について(会長)

稲毛大会準備委員長より， 1999年9)=J 11， 12日

仁仁，1:1) の両日としたいとの提案がなされ承認

された。

2. *JT委員会の設置について

1) 公開シンポジウム企画委員会の新設:事務局

長より， これまで公開シンポジウムは事務局が

推進の役割をになってきたが.本学会公開シン

ポジウムのほか，他学会からの呼びかけへの対

応，委員会を設置し早めの対応を行うことで文

部省からの補助金を得ることも可能，などの理

由で委員会設置の提案がなされ，承認された。

2) 国際交流(促進)委員会の新設 長塚委員よ

り，学会として国際応心の本音1)事務局に接触し

ていくことが応心の発展にとっても意味がある

との理由で新設の提案がなされ承認された。

これらの決定に伴い，新委員会の規程等の立

案を林委員と荻野事務局長が担当する ことと

なった。

3目各種委員会委員の選出

各委員会委員の任期満了に伴い委員の選出が行

われ以下の通りとなった。

①認定「応用心理士J認定審査委員会:岡村

「応用心理士J事務局長が推薦され，次回他の

委員を決定する。

規則改正が行われたのを機会に，今後委員を

9名に地員。今後3名ずつ交代していく意向が

示され，了及された。

②機関誌編集委員会 委員長を選挙によって決

定。高橋委員が委員長に決定。 他の委員は委員

長が指名し.常任運営委員会で承認する。委員

の氏名は次回。



③学会史編集委員会 :村井委員長が完成まで引

き続き担当する。

④学会賞 ・奨励賞選考委員会 :前委員長正田の

丙任が決定，事務局長荻野と他の 2名を機関誌

編集委員会から選出することを承認。次回決

月三。

4. 1998年度公開シンポジウムについて

平野委員より，今年度のシンポジウムについて

以下の通り挺案され， 承認された0

・テーマ 「子どもの発達環境おける諸問題」

・開催日H寺:1999年 1月30EI (二|二)

'IJtH羅場所 :!.拘j翠大学

・シンポジス ト:柴田敏隆氏.近藤総子氏.

中村桂子氏. 高精)治志氏

・指定討論者 ・高橋委員

5.新入会員審査

正会員 11名，学生会員 1名.計 12名の入会が

承認された。

1998年度第5回常任運営委員会

日 11寺・ 1998年 12月 18日(金)

場所 :東京国際大学国際交流研究所

出席者 稲毛 ・浮谷 ・内海 ・大久保 ・大塚 ・小野・

垣本 ・事11作 ・高橋・ 1:1]村 ・馬場 ・林 ・平野

.福原

事務局 (荻野・岩田 ・藤徽)

報告事項 .

1. 1999年度(第 66回大会について) (稲毛大会準

備委員長)

公 I'Ji'I M~演(小此木啓督教授).大会記念シンポ

ジウム(楠祉心理学に関する内容に公開シンポ

ジウム 3つ(セクシュアルハラスメント，典文化，

福祉心理学的内容)を検討している。

2.機関誌編集員会より(荻野)

委員長に代わり，昨日 24号を発送したことを報

告。

3. 1998年度公開シンポジウムについて(平野)

シンポジス 卜に 100字程度の レジメを依頼した

のでそれを資料として配付する予定。

4 心理学諸学会問連絡会報告(稲毛)

12月41=1に開催され，連絡会のあり方について

各学会の見解をまとめた資料が配付されたが，内

容が不十分ということになり，再度まとめ直し 1
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)=J 8日に各学会に配布し，それに基づいて 1月22

日に再度検討することとなった。

5. 心主li学界協議会について(荻野)

12月26日に会議が行われる予定。議題は各検

討委員会の報告の質疑応答および今後のあり方に

ついて。

6. 応月!心理上認定審査委員会から(浮谷)

新委員で 1月中旬過ぎに第 1回の委員会を開俄

したい。

7 学会名簿について(荻野)

最終学歴が文部省の認めた専門学校でない場合

は，その前の短大あるいは四年制大学を最終学肢

として記載したいという事務局長の提案を了示。

審議事項

1. 各種委員会委員の選出について

各委員会委員として以下の通り承認された。

(0:委員長 k 運営委員より選出)

・認定 1);f}JI'J心理士J認定審査委員会

(任期j2年 1998 年 10 月 ~2000 年 9 月)

岡村 ・浮谷 ・内海 ・大久保 ・大塚 ・大島 ・馬

場 ・林・平野

・機関誌編集委員会

(任期2年 1998 年 10 月 ~ 2000 年 9 月)

0高橋 ・稲毛 ・小野 ・舷河 ・平野 ・松補地 -

村井 ・八木ド

.学会史編集委員会

(任期 1996年 10月~学会史発行終了まで)

O村井

・学会賞 ・奨励賞選考委員会

(任期 2jl三 1998 年 10 月 ~ 2000 年 9 月まで)

OTF日EI・荻野 ・越河 ・高橋

-心理学諸学会!日1連絡会委員(任期2年 隔年交代)

稲毛 (1997句会 4)=J ~ 1999年 3月)

林 (1998fl二4)=J ~ 2000年3月)

.心主I!学界協議会関係

(任期jl年 1997 年 10 月~ 1998年 11月)

「学会のあり方」検討委員会委員 荻野

2. 新委員会の設簡について

1) シンポジウム企画委員会(仮称)規程につい

て林案を検討。継続審議となった。

2) 国際交流促進委員会(仮称)規定について林

案を検討。継続審議となった。

3.研修委員会(仮称)発足について
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荻野より，認定「応用心理士」に対する研修に

限らず，学会会員を対象に研修を行うための委員

会の設置が提案された。 これに対し，委員会の意

義， 研修会を行なうことのメリ ッ卜，デメリッ卜

等を検討する必姿があるという意見が述べられ，

研修委員会企画検討委員会を設留することになっ

た。継続審議。

4 大会運営について

荻野事務局長より，以下の 3点について検討が

求められた。

1) 発表資格について

前回大会では発表資格を 16月の時点で会

員であること」とした点について，あらためて，

この変更を踏襲することとなった。

2) 非学会員の連名発表について

本学会では， 会員であることが発表の条件と

なっているが，他学会では連名発表に関しては

非会員の発表を認めている点について，本学会

では「正会員に限ることJが確認された。

3) 1人の発表件数について

連名発表であれば l人で何件でも発表してよ

いのか，また発表費の問題をどうするかについ

て，従来通り口頭発表は 1件，連名であれば何

件でも可，発表費は発表件数に関係なく1件分

のみとすることが確認された。

5. 新入会員審査について

正会員 1名の入会が承認された。

1998年度第6回常任運営委員会

日時 1999年年 1月30日(土) 17 ・ 00~20 ・ 00

場所:駒燥大学大学会館301

出席者 .稲毛 ・坂野・内海 ・大島・岡村・小野 ・垣

本・越河 ・福原 ・藤田 ・林・高橋

事務局(荻野 ・神田 ・岩田 ・i係泌D
報告事項

1. 1999年度大会について(稲毛大会準備委員長)

第 1号通信を 2月21':1に発送の予定。

2 機関誌編集委員会(高橋)

本日，委員会を開催の予定。

3 認定「応用心理士」事務局より(岡村)

1) 新委員による第 1回委員会で岡村委員を委員

長に選出した。

2) 第 14回認定審査委員会 (1月21日)を開催

し.1名を審査し合絡とした。今年度合計 6名

を認定)。

3) 本学会役員を対象に追加募集を行う予定(手

続き簡略化を図る)。

4) 応用心理士が 200名程度になったら，会員名

簿に認定番号を記載することを検討している。

5) 資格取得者に対する研修を検討している。

4 心理学会lli日義会について(稲毛会長)

12月26日に第 6回協議会が開催され，以下

の点について各委員会報告に基づ、き協議がもた

れた。

①統一資格の必要性

②国家資格の必要性

③連絡会との関係

④協議会の今後の進め方。連合会として常置

組織とする。

5 心理学諸学会問連絡会報告(林)

1月22日に会合がもたれた。協議会が十分に機

能するなら解散もよいという意見がある。 3月に

さらに会合を予定している。

この報告に対して「学術会議に登録されていな

い学会，協議会に入っていない学会への対応も考

慮する必要がある」との意見が出された。

6 事務局より

1) 会員名簿は3月上旬発送の予定。

2) 学術会議の更改申請が来月ある。

審議事項:

1 新委員会の設置について

1) シンポジウム企画委員会(仮称)規程案

岡村委員から，委員と委員長の選出方法につ

いて，常任運営委員会で委員長を決めてから委

員長が委員を指名し，常任運営委員会で承認を

受けるようにしたらどうか，さらに他の委員会

についても同様にしたらどうかとの提案がなさ

れた。

また，小野委員から，委員には運営委員を積

極的に加える方がよいとの意見が出され，これ

らの 2点を含め，大枠承認の形となり，次回修

正案を検討することとなった。

2) 日本応用心理学会国際交流委員会(仮称)規

程案

委員長，委員の選出方法について，先のシン

ポジウム企画委員会と同様の扱いとするように



修正し.承認された。

なお，大島委員から，様々な委員会ができる

ので常任運営委員を僧員した方がよいとの意見

が出された。また，岡村委員から，各部局を統

ーしたニューズレターを発行したらどうかとの

意見が出され，これについては広報委員会を設

置し 促進することが確認された。

3) 応用心理学会研修委員会企画検討委員会規程

原案通り 承認された。委員の選出は，認定

「応用心理士J認定審査委員会メンバーから，

互選によって選出することとなった。

2. ill会措置者について

事務局長より.会費の長期滞納者，住所不明者

のリストが提出され， リ ス ト ~I" 12名について退

会を永認.4名については所在を再確認し，退会

の意志を碑認の上退会手続きをとることになっ

た。

3.新入会員審査

正会員 2名の入会を承認ー1名の入会を不承認。

学生会員 l名の入会を承認。

1998年度第7回常任運営委員会

日 11寺 1999年 3月261:1(金)17・00~ 19: 30 

場所 富土短期大学高田記念図書館第2会議室

出席者 稲毛 ・坂野 ・浮谷 ・大久保 ・荻野 ・岡中、卜

やl'作 ・越河 ・問中(富)・長塚 ・仁I"t、卜 馬

場 ・林 ・福原

事務局 (判l'日:!・岩田 ・藤i材D

報告事項

1. 1999年度(第 661亘1)大会について(稲毛大会

準備委員長)

1) 1号通信を 2月81':1に発送した。

2) 公開講演の演者を検討中。

2. 機関誌編集委員会より(越河)

1) 審査中論文3編。 このほか投稿論文3編(査

読者を選定1:1")。

2) 機関誌に 「総説」を設け，執筆を依頼。

3) 会員外の査読者に対する謝礼. 1編 3，000円

としたい。

3.認定「応用心埋土J事務局 (h'/;j村)

1) 本学会役員に対する特別受付に対し， 21人

から申し込みがあり，この結果，本年度は合計

27名を認定することとなった。 3JJ 31日に認

( 63 ) 

定diEとカードを発送する。

2) 次の受付期fiJ'J4 月 1 日 ~5 月 31 1:1 。

申請書鎖の簡略化を検討する。

4 諸学会問連絡会報告(稲毛)

3 J'J 5日に本年度最後の会合が聞かれ，あと 1年

間は少なくとも続ける こととなった。次の幹事学

会は交通心理学会。来年度第 1回会合は6月41:1。

審議事項 :

1.新委員会の設趨について

1) 日本応用心国学会研修委員会企画検討委員会

規程修正案について

第3条のうち「本委員会は常置委員会ではな

く」を削除し原案通り承認。

2) シンポジウム委員会規程修正案について

以下の点を修正の上，承認。

①第4条の「シンポジウム委員会の事業は次

の通り とするJ を「シンポジウム委員会は次

の事項について検討する」 に改める。

② 第 4条第1J員第 1号 か ら「これ らは，

本学会大会における本学会主催のシンポジウ

ム，学会公開シンポジウムを含むJを削除。

③ 第 4条第 1項第 3号の 「必要な事業」を

「必要な事項」に改め，さらに 「大会開催校

の要請に応じて必要な事項」を これに迫力日。

3) 日本応用心理学会国際交流委員会規程案につ

いて以下の点を修正の上， 承認。

①第 2条 第 3J頁と第 4項を統合し i委員

長は，第 1墳の条件に該当する常任運営委員

より委員を指名する。ただし必必、要に応じて;

{任壬運i官営百滋;委員会の承認を得て運営委員会より委

員をt指旨4ぞ名f5Iすることができる。」とする。

②①にiW'い第 4J良を第 3J頁に，第 5項を第4

1貞とする。

4) 広報委員会規程案について

以下の点を修正のJ二，承認。

① 第 2条 第 3J貞と第 4J頁を統合し i委員

長は，第 l墳の条件に該当する常任運営委員

より委員を指名する。 ただレ必要に応じて常

任運営委員会の承認を得て運営委員より委員

を指名することができる。」 とする。

②①に伴い第 4項を第 3項に，第 5J頁を第 4

J]司とする。

5) 11本応用心副学会認定「応用心理士」認定審



(ω)  

査委員会規程の委員長の選出方法を，他の委員

会規程にあわせ，委員長は「本学会常任運営委

員会で選出する。Jに改訂するすることにな っ

た。

2. 認定 「応用心理士J認定番号の会員名簿への記

載について

岡村 「応用心理二仁」事務局長より，周知，確認

のため，認定番号を会員名簿の次回発行分から記

載することが提案され.承認された。

3 機関誌への広告の掲載について

事務局長より r学会誌」に関わる出資等，学

会経費支出が増加しているので，機関誌に広告を

載せることが提案され，承認された。

4. 学協会著作権協議会との契約について

承認。これに伴い r応用心理学研究Jに，掲

載論文の著作権が本学会に帰属する旨の 1条を本

年中に，投稿規程に凝り込む必要が生じる。この

点に関しては機関誌編集委員会に一任し，投稿規

程の改訂を進めることとなった。

5.諸学会間連絡会委員の選出

3月で稲毛委員の任期が満了となるため，後任

を選出する必要があるが，更に 1年の任期の延長

が求められ，承諾された。

6. 新入会員審査

1) 正会員 28名の入会を承認。

2) 学生会員から正会員への3名の変更を承認。

(付記)

応用心理学研究第 25号の発行が遅れたため、今

回記載した事務局便りは 1998年度に関するもので

す。1999年度関係については、第 26号に掲載する

予定です。
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